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採択番号      No.1 
皮脂腺が存在せず、汚れの要因は身体外部由来のものと、発汗・不感蒸泄に伴って起こる
細菌の増殖活発化であると考えられる。人間の足には体温調節をするための動静脈吻合発
達し、足の皮膚音は暑熱時には全身で最も高くなる。足からの発汗は甲側と底側で異なっ
ており、甲側では気温に依存する温熱性発汗が、底側では気温に依存しない精神性発汗が
起こっているため、気温とは無関係に足底部からの発汗は起こる。足底部を被覆するのは
靴や靴下であるが、不感蒸泄や発汗に伴って発生した水蒸気が空気中に蒸散しづらくなり
、靴・靴下と足底部との間に残留することで多湿な環境が生まれる。被覆のために熱の放
散も起こりづらくなり、高温な環境に晒されやすい。精神性発汗や不感蒸泄のみならず、
室内の移動に伴って身体外部由来の汚れの付着が起こる。経時的に測定値が単調増加しな
かった原因として、短時間での靴下の着脱が汚れの除去に働き、値を低下させた可能性が
考えられる。 
Ⅴ.本研究における限界 
(1)測定条件の不統一： 
身体活動や環境要因が実験結果に与えた影響が大きかったと考えられ、データがばらつく
要因となっていた。 
(2)技術の未習熟によるデータのばらつき： 
毎回の拭き取りの圧にばらつきがあった可能性がある。また、前頸部や腋窩等の拭き取り
が難しい部位では、拭き取り圧にばらつきがあった可能性を否定出来ない。 
(3)データ不足： 
データ数が圧倒的に少なく、実験結果の一般化は困難である。 
(4)汚れの定義： 
皮膚のバリア機能や静菌機能といった生理的機能は表皮ブドウ球菌等の常在菌の働きによ
るものであり、測定値が高いからといって必ずしも不潔であるとはいえない。皮膚の生理的
機能を担保するために必要な常在菌の量については、今後の検討が必要である。 
 
 
